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This paper investigates changes in required disclosure in 
consolidated accounting reports of 2013 year edition annual 
report published by German major companies in 2014.　The 
IASB issued a revised version of IAS 1 “Presentation of 
Financial Statement” in September 2007.　This revision 
brought about a new change to the system of financial 
statements in IFRS.
The obligation of the risk reporting and the corporate 
governance reporting in management report －‘Lagebericht’－ 
brings expansion in non-financial reporting in the annual 
report.　The enterprises which published an annual report 
as an integrated financial report also apeared.　Recent 
tendencies in such annual reports are also examined.
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を収集できたのは17社中 6 社（35％）、200頁未満の年次報告書 7 社（29.2％）のうち持
続可能性報告書等を収集できたのは 4 社（57％）であった（郡司 2013、23頁）。これに
対し、2013年度版では、頁数200頁以上が21社（84％）うち持続可能性報告書等を収集
できたのは21社中 6 社（28.6％）、統合財務報告が 3 社（14.3％）であった。200頁未満の
年次報告書 4 社（16％）のうち持続可能性報告書等を収集できたのは 1 社（25％）であった。
2









































とに、英国会計制度に近い認識収益費用計算書（statement of recognised 
income and expense）でも良いとされた（IASB 2004, pars. 96-101 Appendix. 
郡司 2006、55-57頁）。



















































ここでは、2004年改訂第 1 号と2007年改訂第 1 号とにおける英語名称の変化
について下記に示しておこう。2007年改訂第 1 号では各計算書について 












2004年改訂第 1 号 2007年改訂第 1 号
Balance Sheet
（貸借対照表）




Statement of comprehensive income
（包括利益計算書－ 1 計算書・ 2 計算書）
Statement of changes in equity
（株主持分変動計算書）




Statement of cash flows
（キャッシュ・フロー計算書）
＊または、Statement of recognised income and expense（認識収益費用計算書）
図表 ２　IFRS財務諸表の英語名称
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ドイツ持続可能発展評議会（der Rat für Nachhaltige Entwicklung （RNE）；
German Council for Sustainable Development（GCSD））は2011年にドイツ持続
可能性コード（Deutscher Nachhaltigkeitskodex,DNK；German Sustainability 
Code, GSC）を公表した。それは、UNGC（UN Global Compact）原則、OECD
多国籍企業指令、GRI（Global Reporting Initiative）持続可能性報告ガイドラ
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段階区分 国際調和 収斂／IAS国内法化 収斂／適用（EU承認IFRS）
年度版 1997 2000 2003 2007 2010 2013
対象企業数 38 34 33 30 24 25
準拠
基準
国内基準 26（68.4） 10（29.4）  6（18.2） 1（3.3） 1（4.2） 1（4）
IAS/IFRS  8（21.1） 12（35.3） 15（45.5） 27（90） 22（91.6） 23（92）
米国基準  4（10.5） 11（32.4） 11（33.3） 2（6.7） 1（4.2） 1（4）
IAS/米国基準 － 1（2.9） 1（3.0） － － －
連結決算書 37（97.4） 34（100） 33（100） 30（100） 24（100） 25（100）
B/S
単一体概念 33（86.8） 23（67.6） 13（39.4） 28（93.3） 24（100） 25（100）
流動性配列法 2（5.3） 0  5（15.2）  9（30）  7（29.2）  8（32）
P/L 売上原価法 15（39.5） 20（58.8） 22（66.7） 22（73.3） 17（70.8） 18（72）
包括利益計算書
（ 2 計算書）
－ － － － 23（95.8） 24（96）
認識収益費用計算書 － － 1（3.0） 18（60） 4（16.7）＊2 2（8）＊2
持分変動計算書
（本体）
 4（10.5） 19（55.9） 32（97.0） 17（56.7） 24（100） 25（100）















付加価値報告 14（36.8）  9（26.5）  8（24.2）  5（16.7）  4（16.7）  5（20）
＊1　（　）内の数値は％



















なお、2007年度版では、米国基準は 2 社（Fresenius, SAP）あったが、
2010年版および2013年度版では 1 社（Fresenius）となった。なお国内基準














貸借対照表の名称に関して、2007年 IAS 改訂 1 号は財政状態計算書







度版では 1 計算書方式の「包括利益計算書」を 2 社が採用していたが、実質的




Statement）が16社と最も多い。2007年IAS改訂 1 号と同じ名称（Statement 
of Income）は 8 社であり、財政状態計算書 9 社より少なかった。しかも、
2007年IAS改訂 1 号の名称（Statement of IncomeおよびStatement of Financial 
2010 2013
Balance Sheet 20（83.3） 16（64）








2 社（Boehringer Ingelheim：Heidelberger Zement）あったが、2013年度版
では 1 社（Boehringer Ingelheim）となった。
2010年度版で 1 計算書式（実質 2 計算書式）を採用していた 2 社のうち 1 社
（Continental）は Statement of Income ＆ Comprehensive Income というタイ
トルを用いていたが、今回はこのタイトルを用いず、Statement of Incomeと
Statement of Comprehensive Incomeとにそれぞれ分けて公表した。もう 1 社
（Commerzbank）は、2010年度版と同様、「包括利益計算書（Statement of 
Comprehensive Income）」というタイトルのもとに損益計算書（Income 
Statement）と包括利益計算書（Statement of Comprehensive Income）とを
それぞれ区分して記載していた。そこで、これらの 2 社も実質的に 2 計算書方
式として扱えば、それぞれの損益計算書の名称は次のように示される。
（狭義の）包括利益計算書に関しては、英語名称としては Statement of 
Comprehensive Incomeが2010年度版で18社（75％）、2013年度で22社（80％）、
認識収益費用計算書（Statement of Recognised Income and Expense）の名
称が2010年度版の 4 社（16.7％）から2013年度版は 2 社（ 8 ％）へ減少した。
2010 2013 備　　考
Income Statement 15（62.5） 16（64） 2013SFP 4 社
Statement of Income  6（25.0）  8（32） 2013SFP 5 社
Profit & Loss Accounts 2（8.3） 1（4） 1 社ISへ














称に関しては、持分変動計算書（Statement of Changes in Equity）が2010年
度版で20社（83％）、2013年度版で21社（84％）であった。これ以外は、純持
分変動計算書（Statement of Changes in NetEquity）、株主持分変動計算書
（Statement of Changes in Shareholders’ Equity）、株主持分計算書（Statement 
2010 2013
SCI/Gesamtergebnisrechnung（包括利益計算書） 12 15
SCI/Gesamterfolgsrechnung（包括利益計算書）   1   1
SCI   5   6
SRIE/Aufstellung der erfassten Erträge und Aufwendungen
（認識収益費用計算書の作成）
  3   1
SRIE/Im Eigenkapital erfasste Ertrags und Aufwandsposten
（自己資本認識収益費用計算書）
  1   1
Reconciliation of CI/Überleitung zum Gesamtergebnis
（包括利益調整計算）
  2 －






of Shareholders’ Equity）、持分計算書（Statement of Equity）の名称がみら
れる4）。
ドイツ語名称に関しては、「自己資本展開（Eigenkapitalentwicklung）」









StatementsとStatement of Cash Flowsとが考えられる。2004年IAS改訂 1 号
およびドイツ会計基準英語版（GAS） 2 号では、Cash Flow Statementsを用
いていた。他方、米国の財務会計基準審議会（FASB）は、Statement of Cash 
Flows を用いてきた。2007年改訂IAS第 1 号は、キャッシュ・フロー計算書の
英語版名称としてFASBと同様のStatement of Cash Flowsを採用した。
英語版の名称に関してCash Flow Statement（s）は2010年度版17社（70.8％）
から2013年度版12社（48％）へと減少し、Statement of Cash Flow（s）は 6
社（25％）から13社（52％）へ増加している。なお、キャッシュ・フロー計算
書に関しては、営業・投資・財務の 3 活動におけるキャッシュ・フローの計算
を反映してCash Flow StatementsやStatements of Cash Flowsのように複数
 4） なお、BASF社は2010年度版ではStatement of Stockholders’ Equity（株主持分計算書）
/Entwicklung des Eigenkapitalsとしていたが、2011年度版からStatement of Equity（持
分計算書）/Entwicklung des Eigenkapitalsへ変更している。
14




SCE/Entwicklung des Eigenkapitals   4
SCE/Eigenkapitalentwicklung   3
SCE/Eigenkapitalveränderungsrechnung   8
SCE/Veränderung des Eigenkapitals   1
SCE/Eigenkapitalveränderung   1
S of C in shareholders’ Equity（株主持分変動計算書）   1
S of C in netEquity（純持分変動計算書）    1











SCE/Veränderung des Eigenkapitals   1
S of C in NetEquity/Eigenkapitalveränderungsrechnung   1
S of Shareholders’ E/Eigenkapitalveränderungsrechnung   1
S of C in Shareholders’ E/Entwicklung des Eigenkapitals   1













物（Cash and Cash Equivalent, CCE）が用いられる。これに関しては、2010
年度版では20社（83.3％）であったが、2013年度版では23社（95.8％）であっ
た。ドイツ語版に関しては、この直訳ともいうべき支払手段及び支払手段同等






Statement of Cash Flows   2   3
Statement of Cash Flows／Kapitalflussrechnung   4   9
Statement of Cash Flow／Kapitalflussrechnung －   1
Cash Flow Statement   3   3
Cash Flow Statements／Kapitalflussrechnung   2   1
Cash Flow Statement／Kapitalflussrechnung 12   8








金資金（Securities and liquid funds）」）は、1997年度版20社・2000年度版 9
社・2003年度版 2 社となり、2007年度版以後は国内基準の 1 社（Boehringer 
Ingelheim社）のみとなった。
狭義の支払手段概念は、現金預金つまり現金・要求払預金を意味する。現金
（現金預金）概念に関しては 1 社がCash概念（MunichRe社）、もう 1 社は使
用可能現金持高（cash position）概念（ZF Friedlichshafen：2010年度版）が
2010 2013
CCE/Zahlungsmittel und Zahlungsmitteläquivalente   5 10
CCE   4   4
CCE/flüssige Mittel   5   4
CCE/liquide Mittel   1   2
liquid funds（securities含）/Finanzmittelfonds（国内基準）   1   1
CCE/Zahlungsmittel   1   1
CCE/Zahlungsmittelbestand   2   1
cash/Zahlungsmittelbestand   1   1
CCE/Finanzmittel －   1
CCE/Finanzmittelbestand   1 －
Cash position/Finanzmittelfonds   1 －
Zahlungsmittel und Zahlungsmitteläquivalente   1 －





























Annual Report 2010, 2011, p.123.
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⑦｛P/L・SCI｝・C/S・｛B/S・SCE｝ 1 Heidelberger Zement
2013年度版




BASF, Bayer, Bertelsmann, BMW, 







Lufthansa, SAP, TUI, Volkswagen, 
Commerzbank, Deutsche Bank, 
EVONIK



































2010年度版 内訳 SoI SCI RIE SFP SCE SCF
①B/S・P/L・C/S・SCE（国内基準）   1   1
②P/L・B/S・.Seg・C/S・SCI・SCE   1   1
③B/S・｛P/L・SCI｝・C/S・SCE   1   1   1   1
④｛P/L・SCI｝・B/S・C/S・SCE 10   4   6   3   2   9   4
⑤B/S・｛P/L・SCI｝・SCE・C/S（IAS1）   3   2   2   1   1   3   1
⑥｛P/L・SCI｝・｛B/S・SCE｝・C/S   7 　   5   1   5
⑦｛P/L・SCI｝・C/S・｛B/S・SCE｝   1 　   1   1
計 24   6 18   4   4 20   6
＊SFP＝財 政 状 態 計 算 書 Statement of Financial Position）・SCI＝包 括 利 益 計 算 書
（Statement of Comprehennsive Income）・RIE＝認識収益費用計算書（Statement 
of Recognised Income and Expense）、SCE＝持 分 変 動 計 算 書（Statement of 
Changes in Equity）・SCF＝キャッシュ・フロー計算書（Statement of Cash Flows）
の使用。
2013年度版 内訳 SoI SCI RIE SFP SCE SCF
①B/S・P/L・C/S・SCE（国内基準）   1   1
②P/L・B/S・.Seg・C/S・SCI・SCE
③B/S・｛P/L・SCI｝・C/S・SCE
④｛P/L・SCI｝・B/S・C/S・SCE 10   5   9   1   4   7   6
⑤B/S・｛P/L・SCI｝・SCE・C/S（IAS1）   6   2   5   1   3   6   4
⑥｛P/L・SCI｝・｛B/S・SCE｝・C/S   7   1   7 　   2   6   2
⑦｛P/L・SCI｝・C/S・｛B/S・SCE｝   1 　   1 　 　   1   1
計 25   8 22   2   9 21 13
図表１１　連結財務諸表の記載パターンと使用名称
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あった。決算書本体開示は、2007年度版では事業別 6 社・地域別 6 社、2010年





セグメント 事業 地域 事業 地域 事業 地域
決算書本体   6   6   5   5   0   0
注記・附属明細書 22 20 17 14 24 23
状況報告書のみ   1   3   1   2   0   0




事業別報告項目数（540／22） 24.5 （ 9 ～64）
地域別報告項目数（150／19） 7.9 （ 1 ～22）
地域別報告10項目以上 6 社
2013年度版
事業項目（461／24） 19.21 （ 1 ～53）
























4 社（16.7％）、2013年度は 6 社（24％）であった。
⑵　自発的情報の開示状況
近年、EBITDA（Earnings Before Interet, Tax, Depreciation and 
Armortization：利子・税金・減価償却費および償却費控除前利益）に代表さ
 7） Allianz社のようにまず事業別にセグメント報告（ 6 区分35項目）を行い、次に各事業別
に地域別の報告（ 9 区分34項目）を行うものもある。Allianz, Geschaftbericht 2013, 
S.156-164.
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2010年度 合計 Seg P/L C/S
EBIT（利子・税金前利益） 16 12  5  2
EBITDA（利子・税金・償却費前利益） 16 10




EBITA（利子・税金・償却費前利益）  1  1  1
OIBD（減価償却前営業利益）  1  1






＊CVA, BVA, VA（2）, EVA（2）, cashVA, TKAVA, 価値貢献額／☆freeCF計算書
2013年度 合計 Seg P/L C/S
EBIT 13 10  4  1
EBITDA 14 10 　 　
EBT  2  2  1 　
EBITDAR  1  1 　 　
EBITA  1  1  1 　
OIBD  1  1  1 　
合計（実数） 30（18） 23（18）  7（5）  1（1）
EVA等＊  9  3 　 　
ROCE  6  3 　 　
WACC  6  2 　 　
フリーキャッシュ・フロー  6  1 　 ☆1
付加価値生成分配  5 　 　 　
＊CVA, BVA, VA, EVA（2）, cashVA, TKAVA, VA,価値貢献額／☆freeCF計算書
図表１４　主要な自発的情報開示
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Wertschöpfung）情 報 は、2000 年 度 版 9 社（26.53 ％）、2003 年 度 版 8 社
（24.2 ％）、2007 年 度 版 5 社（16.7 ％）－BASF 社、BMW 社、Henkel 社、
Merck 社、Volkswagen 社－、2010 年 度 版 で は 4 社（16.7 ％）－BASF 社、
Fresenius社、Merck社、Volkswagen社－であった。2013年度版では 5 社－
BASF社、Bayer社、Fresenius社、Merck社、Volkswagen社－となった9）。減









































































GRIガイドラインのG 4 を適用している。Palfinger AG, Integrated Annual Report 2013, 
2014, p.4, pp.16-25. 2014年度版も同様である。Palfinger AG, Integrated Annual Report 




































　⒜ B/S・｛P/L・SCI｝・C/Sからなる財務 3 表は、③④⑤を合計して2010年
度版では14社、2013年度版では16社と最も多い）
　⒝ ｛P/L・SCI｝・｛B/S・SCE｝・C/Sからなる拡大された財務 3 表ともいう
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